
第 29 回 文教大学 書写書道教育夏期講座 

 

対 象：小・中学校国語(書写)、高等学校書道担当教員。学校教育としての書写書道教育に関心のある方。

（学校教育での指導に関わる内容を扱いますのでご注意ください。） 

目 的：書写書道教育についての理解を深め、指導技能の向上を図る。 

期 日：令和６年７月３０日（火） 

会 場：文教大学越谷校舎４号館 ４２０２教室 

備 考：B（学校教育）コースのみの開講となります。 

 

講義・発表内容 

Ａ(書文化)コース 

※今年度非開講 

 

Ｂ(学校教育)コース 

講義①国語科書写指導の基礎・基本① 

講義②国語科書写指導の基礎・基本② 

講義③毛筆実技 

豊口 和士（文教大学） 

小・中学校国語科の書写の指導に必要な知識・技能について、基礎・基本となる事項について学びます。

現行学習指導要領、新しい学習指導の考え方についても触れながら、今日のあるべき指導への理解を図

ります。実技も僅かの時間ですが実施する予定です。 

＜受講者が準備するもの＞ 

筆記用具、鉛筆、毛筆書写用具(半紙は配布します。) 
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お問い合わせ

ZOOM利⽤による
オンライン開催

※ 受講料無料
※ 書道A（書⽂化）コース今年度⾮開講

お申込締切︓７⽉２６⽇（⾦）
【 お申込メールフォーム 】QRコード ⇒

書写書道教育夏期講座

英語教育夏期講座

⽇本語教育夏期講座

中国語教育夏期講座

10︓50〜12︓20 13︓10〜14︓40 14︓50〜16︓20

13︓10〜14︓40 14︓50〜16︓20

9︓10〜10︓40 10︓50〜12︓20
「⽇本語⾳声教育とコミュニケーションの諸問題」

松﨑 寛（⽇本⼤学⽂理学部）

「⽇本語多読とは
─多読の考え⽅と⽇本語教育における実践─」

13︓10〜14︓40 14︓50〜16︓20

趙 葵欣（⼤東⽂化⼤学外国語学部） 劉 向宇 （HSK中⽂学習センター講師）

マイケル・エリス（国際基督教⼤学⾼等学校）⾦丸 敏幸（京都⼤学国際⾼等教育院）

豊⼝ 和⼠（⽂教⼤学） 豊⼝ 和⼠（⽂教⼤学） 豊⼝ 和⼠（⽂教⼤学）
「国語科書写指導の基礎・基本①」

「Project Based Learning
in Japanese Secondary English Education
: Three Models」

作⽥ 奈苗（聖学院⼤学）

「国語科書写指導の基礎・基本②」 「⽑筆実技」

※対⾯開催（⽂教⼤学越⾕校舎）

「語彙が語る中国のストーリー」

飯⽥ 貴⽂（HSK⽇本実施委員会）

「HSKを通して学び、将来に活かす」

「⽣成AIを活⽤した⾔語活動の提案と展望」

HP：https://www.bunkyo.ac.jp/faculty/genbun


